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胃良性腫瘍について

　国　立　金沢病　心

門　　馬　　良　　吉

　（昭和33年6月17日受付）

Benign　Gastric，Tumours
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT
　15cases　of　benign　gastric　tumollrs　have　been　preもellted　and　discussed．

cases　of　the　polyps，30f　the　leiomyomas　and　l　of　the丘bromyoma．　　．

11　0f　thern　are

ま　えが　き

　胃に発生する腫瘍は一般に悪性のもの多く，良性の

ものはきわめて少ない．Christopherによると2505例

の胃腫瘍中，悪性腫瘍2398例に対し良性腫瘍はわず

かに92例（3．7％）の集計結果をえている．我々も最近

7年間に開腹により確かめえた胃癌253例に対し胃の

良性腫瘍は15例であった．しかも，これらの良性腫瘍

は腫瘍が小さい間は自覚症状少なく，看過されること

が多い．腫瘍が増大し，あるいは悪性変化をぎたすに

いたって初めて種々なる自覚症状をきたし，また胃癌

に酷似した症状を示して鑑別診断に苦しむことが多

い．

　我々は既に数回にわたり胃良性腫瘍について報告記

載したが，今回は一括報告する．その内訳は胃ポリー

プi1例，胃滑平滑筋腫3例．胃線維筋腫1例である．

　（1）発生頻度＝

　胃の良性腫蕩の発生頻度はChristopherの3．7％，

Elliott及びWilsonの4．2％，田宮，田崎の1．9％

の報告がある．我々の最近7年間における開腹及び組

織学的検査によって確かめえた良性腫瘍の発生頻度は

5．6％である。Eliason及びWrightらは8000例の

剖検：例において0．6％，Borrmannはi1475例の剖

検例において0．1％の胃良性腫瘍を経験している。

　胃良性腫瘍中，比較的多いものは胃ポリープである

が，剖検例においてStewart，　Borrmann，　Ebstein，

Warren，逢沢，宇佐美，村上らは0．02～2．5％の発生

頻度をえている．臨床例では，村上のL6％（924例

中15例），百武の0．42％（2123例中9例），Eliason

及びWrightの5．8％Minnes及びGeschickterの

19．5％の頻度成績をえている．ChristoPher（Balfour

の集計）によれば図1に見るように2490例の胃腫瘍

晶晶ポリープは27例（i．09％）にすぎない．我々も826

例の切除胃において11例（工．3％）の胃ポリープを経

験したにすぎない．

　胃．ポリープに次いで発生頻度の高いとされている胃

筋腫，殊に胃平骨筋腫の頻度は胃良性腫瘍中，Eliason

及びWrightの57．3％，　Minnes，　Geschickterの

36．6％，Evarts，　K：aza1の40％，　Christopherの14．1

％で我々の症例では20％（15例中3例）である．Lahey，

Colcockによると手術せる胃癌と胃筋腫の比は62：

1，Poskanzer，　Schmidtによると1000：1であり，

我々の症例では84：1であった．

　胃線維筋腫の発生頻度はChristopherによると，

胃良性腫瘍中12％で，我々の症例では6。6％（15例中

1例）である．

　一方，胃線維腫についてはBonofion，　Udaondoは

63例を集計し，Chfistopherは92例の胃良性腫瘍中7

例（7．6％）の胃線維腫を集計しているが，我々は本症

を経験していない．

　（2）年齢及び性別：

　胃良性腫瘍は一般に性別に有意義の差は認めないよ
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うであり，年齢的には中年以後に多く認められる．殊

に胃ポリープにおいて著明であり，我々の症例でも症

例7のみ24歳の若年であり，他の10例は50歳以上で諸

家の報告と一致している．

　（3）発生部位，大いさ，形状・

　胃ポリープの発生部位について我々の集計した本邦

胃ポリ直プ200余例では，大部分（133例）は胃幽門部

に発生し，大平側に多く，幽門輪より5cm以内のも

のが多かった．胃ポリープの数は安藤，梶山らの如く

多発症例もあるが，一般には単発のものが多いようで

ある．我々の症例では，症例第11例において幽門部に

2個の七二頭大の胃ポリープの発生を認めたが他の10

例はすべて単発である．

　大いさ，形状については我々の本邦集計163例につ

いて見るに，50％は栂指頭大であり，鶏卵大のもの8

例で，他は小指頭大以下である．また球形を示すもの

が大半で，症例11の如く分葉状のものもある．

　胃滑平筋腫はMorton，　Samuelらの剖検例では胃底

部に多く，Steinerによると噴門及び大轡側に多い．

Palmerは40％は胃体部に，25％は幽門前庭部に発生

すると述べている．我々の経験では各症例ともに胃体

部に胃滑平筋腫の発生を認めた．本腫瘍も一般に単発

すること多く，直径1～3cm前後の球形のものが圧

倒的に多い．Meissnerの剖検例では直径0．4～0．6cm

のものが多いと報告されている．また胃内腔に発育す

る所謂内発二二二二筋腫よりも胃外に発育する外回性

胃二二筋腫が多いが，溝口の本邦集計においてもかか

る結果が明らかである．我4の3例も各例とも丁丁性

胃二二筋腫であった．大いさについてはJ．Erlachの

入頭大，5．5kgの巨大な胃滑平筋腫の報告があるが，

一般には外乱性胃筋腫に巨大なものが多く，悪性化し

て肉腫様変化せるものに巨大なものが多いといわれて

いる．Applebyの多発性胃滑平筋腫（14箇）の症例は

興味がある．胃線維筋腫においても外発性のものが多

く，大いさも直径2cm前後のものが多いようであ
る．

　（4）病理組織学的考察：

　胃ポリープは内藤らの報告の如く，腺腫が多く，我

4の集計例192例においても168例（87％）は腺腫

で，乳階腫9例，獅噛性腺腫は11例であった．更に悪

性変化の頻度は甚だ高く，Desseckerは胃ポリープ中

60％，Richieは50％，村上は67～59％癌性変化を認

めると報告している．我々の集計例では悪性変化を疑

い，あるいは認めたもの38例，認めないもの98例であ

った．我々の経験せる胃ポリープ11例中，明らかに初

期癌の発生を認めたもの1例であり，胃ポリープのほ

かに胃癌を併存するもの2例を認めた．これらは慢

性萎縮性胃炎の所見きわめて顕著であり，恐らくは

Konjetznyらのいう如くポリープも癌腫も萎縮性胃炎

の母地の上に発生するとの推察は難くない．

　胃滑平筋腫は組織学的に大形の桿状核を有する滑平

筋細胞よりなり，これらが束状配列をなし，ヴァン，

ギーソン染色では滑平筋線維の間の間質に膠原線維が

血管を伴って多少存する．しかし，組織学的に構造上

著明な変化をきたすことなしに悪性変化を惹起すると

もいわれている．COwde11やMelnickらも組織学的

に良性の胃二二筋腫が肝臓に転移をきたした例を認

め，転移組織像も滑平筋腫の組織像で悪性変化を認め

なかった．Goldon，　Stoutらによると良性二二平筋腫

と悪性滑平筋腫との比は1：8であると述べ，：Lumb

は本二二の6％は悪性変化をきたすと述べている．組

織学的に悪性変化をきたし，肉腫様所見を示すもので

は巨大なものが多い．しかし明らかに悪性変化してい

る場合でも胃癌に比較してその経過は長く，Hoerr，

らは14年間も胃癌として取扱われた胃洋島筋肉腫の症

例を報告している，また一般に内発性胃筋腫は悪性化

しやすいといわれている．我々の症例では，胃滑平筋

腫3例，胃線維i筋腫1例，いずれも悪性変化や転移を

認めず，症例15のみ幽門部に癌腫の併存を認めた．

　胃滑平筋腫の発生原因としては，Vifchowの刺戟

説，Winkelの炎症説，　Cohnheinの先天性根元説等

の諸説があるが，Cohen，中村，福田らの病理学的検

索によると，先天性成形異状と密接な関係があると思

われ，消化管に「ハマルトーム」として存在する大小

の筋結節がHakeらのいう如く何らかの刺戟を受け

て筋腫の発生を見るのであろう．

　（5）症状及び診断＝

　胃ポリープの臨床報告は，レ線診断の進歩，胃鏡，

胃カメラ，細胞診などにより最近いちじるしく多くな

り，Carleyは11年間に80例以上を発見してお’り，村

上らは1070例の切除胃中，胃腺腫ポリープを15例を

発見している．胃ポリープの主症状の最も多いもの

は，腹部膨満感及び心窩部品痛で我4の本邦集計188

例の過半数にこれを認め，ついで胃出血，下血，貧血

等である．勿論胃ポリープの悪性変化をきたすに至っ

ては胃癌特有の各種の症候を呈する．また，幽門部の

大なるポリープや茎の長いポリープでは幽門狭窄症状

やHobbs，　Cohenの報告の如く胃重積症を誘発する
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こともある．胃ポリープのレ線像はきわめて特有なも

ので所謂山∫lL黒川氏らの「円形銃眼様脱胎」が見ら

れる．

　胃筋腫には特有な症状はない．腫瘍の巨大発育及び

悪性変化をきたさざる限り，臨床的に術前に診断する

ことは困難である．一般に内発性胃筋腫は，幽門狭窄

症状壷示すために発見されることが多いが，外発性胃

筋腫は腫瘤が巨大となり触知可能にならない限り発見

困難である．Kerは胃滑平筋腫による胃軸捻転の症例

を報告している．我々の胃筋腫の症例では心窩部痺

痛，胃部膨満感を主訴として貧血を訴え胃ポリープに

似た症状を示している．症例15は胃癌を併存していた

ので大量の黒色テール様下血を認め，症例13は吐血，

下血を主訴として出血性胃潰瘍の診断のもとに救急手

術を行って本腫瘍を発見した．内発性胃筋腫では平滑

なる円形欠損像及び不鮮明な胃粘膜の雛襲像を認める

ことが多く，嬬動の変化を軽度に認める場合と認めな

い場合がある．外発性胃筋腫においては腫瘤の小さい

間は，レ線上判然とした所見を把握することは困難で

ある．一般に胃ポリープでも胃筋腫でも他疾患の疑診

のもとに開腹手術を行って初めて発見する場合が多い

ようである．

　（6）治　　療：

　胃ポリープは諸種の合併症を惹超し，殊に慢性萎縮

性胃炎と併存し，更に悪性化の傾向が大であるため胃

ポリープを含めて可及的広範囲に胃切除術を施行する

のが妥当であろう．胃筋腫は手術的に胃筋腫のみの切

除を行うか，本腫瘍を含めて胃切除を行うべきであろ

う．ただし悪性化を疑う場合には，当然腫瘍を含めて

胃亜全丁丁丁丁乃至生別出術を実施すべきである．

結

　我々は胃ポリープ11例，胃滑平筋腫3例，胃線維筋

腫1例を経験したので，これらについて若干の考察を

語

試みた．

省　略

次の原著を参照されたい．

1）門馬他＝医療，11巻，3号，1957．

文 献

2）門馬他：

3）門馬他：

医療，12巻，3号，1958・

外科の領域，1958．9，月号掲載予定．

図1　胃潰瘍の病理組織学的分類
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悪　　性　　腫　　蕩

癌

肉

腫

腫

2346

　52

良　　性　　腫　　蕩 （92例）

ポリープ及び乳頭腫

筋

線

線

腺

腺

　　　　　腫

維　　筋　　腫

　維　　　腫

　　　　　腫

　筋　　　腫

リンパ管腫及血管腫

類　皮　嚢　　胞

嚢　　胞　腺　腫

脂　　　肪　　　腫

重層扁平上皮腫

27

13

11

7

i5

8

4

3

2

1

1

【　3　】



938

要

略

門 馬

目皿

目

盗

鴇

圧
三
民巨

廷　9
旺皿　槍

　む　　
i㎝十1

）　　　））

鯉二目鯉

　論詰灘
蝦黎鯉醒

雪§§↑↑

リ　　ハゆ　　
。つX
蝋；溢目空置

掻鰻二・屡濃

目目1眠懸
僑｛降降生

門門
響沁
思Q
鴇嚥
溜出ゆ
円Q£

◎　　，M

％　痕P

温gQ価
興櫓鎧紬
長監撰果
。つ弔畑皿思

展目

㍗L　←

ぐ　　騒

《）　｛脳

　お

紙一悪

攣鋤
思織　銚
鴇椙　外

識⊥
》懸9思
思く「藝縛鴇

遡Q瓢量癒
壼旧く田皿Q

くっくつ　　
一マ ¥1
　　））

鰹二目軽

減謡
扇黎聴官

旨§§↑曾

寸（N矧））
斜

蝋蝋日変置
儀鋳⊃1冬翌

脇手1眠鰹
僑皿ちb跡出

思撰
鴇出
駕為
円藤

蟄雇9
導爆％

渥v匝
誕。酬や・

圏櫓．目
一面旭ト

目　無

←　旨旨

椥

　軽晒
くつ　　癬

　8《

腿。q憲

Q

臣
思

蝋◎
任櫓
鴇三
十以
旺皿融

　くつ　　
1剛十1

）　　　））

鯉囲目鰹

鍵幽
蝦黎痴言

警§§↑↑

C◎㊤旭つ））
◎う

蝋無1煙瞠
蟹擬＝・1迷継

目目i眠題
億田筆貸匪

思艇
鴇出
掛筍
円蔭

幅　幽

思QQ
寝槍蝶紬
糸萎Q桜
駁論壌鼠
ゆ・印皿刃

目　種

幅　回

覧　　駅

ぐ○

8
骸

蕪。つ奪

胴

蝋

蝦

Q
題も
帥宰
勲贈
爵鰹

曽§§↑↑

C◎C刈ゆ））
c『▼一4

蝋；無曖置
儀儀＝・眠溜

・昌目1眠題
僑伍繁腎虚

晶晶
雪田
繁為
端渓

田皿　Fゆ

9　Q極
％擢％目
野蛭湿子

嚢Q匝．
呂膿。つ目

目　目

ト　萄

奪　　＃く

くつ　　幽

　器

終・ぐ軍

囮

≦⊃　　≦）

蝿Q総
亟槍眠
覇熈瞳
弓く銀認

回田嵐
吊鐘弓
田叫く圏

　む　　1（N十十
）　　　））

綴逮相鯉

耀細
蝦黎麹観

冒§§↑↑

⑩K⊃卜））◎り

蝋蝋1出置
鰻鰻二・藤三

目目【眠遜
僑｛降腎出

帽　思ゆ
麗　撫罵
思　⊥隈
鴇　拠脚

麟gQ鯉
弗e斑製

％　刃
寝9ψ
田ミ櫓Q価
療白蝶紬
。つ網躍※

潔9阻思

種　脈

鴇
肛　嬰

円　　田

ぐO

8
轟

濃ゆ奪

1［璃

思

奉9
覇r櫓
月く駆

鴇尽
廷弓
田皿鯉

　くつ　　
1一十1

）　　　））

翻囲目鯉

耀細
蝦黎麹齢

警§§↑↑
σ⊃く◎鴎》））
◎り

一法目重豊
島儀駕・屡翌

目自旺催峯
僑疵b掛出

燦。

助Q
混晶
鴇贈
塾b
円鏡

↓6　Qつ

温。目
興櫓F
・R撫Q
斜田皿認

潔Q騨回

奨　目

田園　←

螺　　諏

　軽n凪
蘇）　：起

　お蘇

藩㊤奪

E［：

喚9
4く囎
1［瑠懸

ぐ以
思融
鴇纏

臣Q
二三

くうくつ　　
σつ「ぐ十1

　　））

鰹囲目下

耀鮨
詰黎麹廓

警§§↑↑

G◎㊤ト））◎り

蝋蝋t煙鯉
儀議笥以趨
目目1眠遜
僑｛ロ墾ひ監

出
二二
鴇望
月月
後葭

Q
涯iQ
興与Q

㊤寵
遇誕

無軽隷

三曲趣

モト　粁

　軽日賦
くつ　　灘

　蕊鄭

淑卜專

【　4　】



胃良性腫瘍について 939

悪

Q
薬瓢
灘以
K融
思三
唱（
旺蟄
鋼日：

　ゆ　　
1　十1

）　　　））

亭亭目高

巻軸
鰻鯉趣齢

馨§§↑氣

。⑦昭）））
oり

麟；滋日重置

儀儀討屡濃
墨目1眠遜
僑凪牛心生

埋。
思槍
鴇眉
墨瓢
円懇

望　罵
％　男

工go
母二丁憩
。q監鞘※
彙誕由》

目　く頭

瓢　畑

島　　・ヨ：

　軽嘔
⑩　　：起

　謬く肖

駅。。專

職給
二簑
丁丁
£謳

贈Q
慧三
田蝋
以可
融契
鍾田皿留

　くめ　　
1　十1

）　　　））

鰹留目鰭

　鰹田

掴黎麹齢

瞥§§↑↑

①Kつト））Qり

麟；滋1授置
儀鰻⊃以避
目目田ζ聾
穏｛畔［〉出

お。
治癒
思出
鴇出

獄b
職漁

9卜Q
％£
丁丁
雨脚
判監
潔譲

撰　痩

鴇　漣

蓮　鴇

々　動

燃
鶴

ヨ吐

滋の竃

肛
二翻

饗K
総亀
贈輪
慧三
三凱
以糠
融謎
纏翼

　ヒつ　　
l　ll

）　　　））

高高自翻

謹細
留浦麹解

警講↑↑
OqくP卜））Qう

無爵1邊漣
儀鰻＝・凪趨

目目1固題
僑｛畔勝臨

娼駆
縣脚
思膿
倉出
無為ゆ
輪栽£

％翁
忌腿
ロミ脚

救監．

斜屈

潔9ゆ

岱い

。

畑　　穰

⑩
懸嘔

露：蟹

腿9奪

Qゆ
4く：9

隠融
羅脚
轄三
思以

鴇Q
田葭
鍾日：

高島晶晶

　鰹田謎
期黎麹齢

唇弁↑↑
㊤CつC◎））
Qう

　　　　離
麟；溢［授避

儀鰻笥以轟
櫛目田《遜
斜鼻筆［ト生

娼圏
瓢榔
逗燦
岩出

繁b
円藤

≦）　v

％　逗
渥9丁
霊槍Q
㊤賄腰纏
潔豊田瑚ぐ

燦　目

撮

々　餌

ヨ　　ユ吐

ひ　　卑｛

　謬

紙；＝尽

Q

愚ゆ
磐三
思贈

稲脚
瓢門
田皿以

むゆつ　　
コ輯十1
　　））

昌昌自綴

翻
身築三粛

警§§↑↑

OQ◎K⊃））oり

蝋薫目空置
儀儀賞・凪翌

昼目1眠遜
僑｛畔卜出

辮蟹
騒出
直刈ゆ
着帽碧
転転贈
円麺工

賃£
湿贈
瓜1脚

・R監

轟轟

潔9ゆ

艇　目

叢

々　幅

皿　　坦

α
輝H
霧選

紙9翠

に

Q

瀬胴
癒禽

Q胴
題Q
肺に
舶刺
網輕

馨§§↑

Q◎くρト）
Qり

麟；鱗日記
儀儀＝・1篠

目目田《
伯｛降腎

娼贈陛
雌脚饗
思出糊9
倉出…翠自

運賓）ゆ鴬

円藤碧収

思聴　藤9
寝晋　縣…三

期蜘毅色目
。つQOoト
憶意槍％．
樋柑農湿目
痩弼無［ロ翌

遡1三寸籍

屡　樋

礁々
　塾

圓　　終

ω
軽呵

零H

滋田i率

内

帯ゆ
巽六
田皿㌣

　ゆ　　
1　十1

）　　　））

鯉秘目綴

蓮齪
期黎両鶴

馨§§↑↑

O⊂◎C◎））
σり

西南1授置
搬器笥以継
昏目1眠題
差響繁主監

鯉櫓足
思憎憎
屈指顯彊
畑出々榊
鴇Q：三思

麟認ゆ無

二。％饗
駆翻竈小
忌㌣窪i罫
％二丁榊
1副文一：食

姻一聯環監

。つ陣軽四蝦

起麺“go

選

態

僑　　“

《）　騨
　露

無ミ憲

主く翻

融K
豊楚
思噂

堕Q
唱ロ｝》

霊．

鍾Q

　ゆ　　
1　十1

）　　　））

二二・二二

鍵鵜
舟黎鯉観

警§§↑↑

Ob喝㊤））σり

癒無1授鐘
擬儀質・1屡濯

目目1眠題
穏｛降b生

計9
思囎留
鴇娼平
癒顯娯
円編出

羅毅％
1陪寝
十Q煕
思二・R9
温謁祠櫓
物｛繋髄鞘

無慮回譲
網野くト9

膿　駆

錘釦

ぐ　畷

哨　　鯉

　軽呵
ぐ。　：起

　芝8く阿

無ヨ奪

【　5　】



940 門 馬

区

くロ

。

纈

　Q
　l麺　二

　髄饗
　Q　：埴

　匝母
掛ぐ鰍
　る起
　4く瞳

　　㊨
　　実
　　陀
　　戻
畢　　晩

　　巴

棚

麺

無融

奉

§

凝

9
ぐ。％
鴇細簿
臣翻i田
翻巡翻

（ぐ　緊）

←つ猛　｛脳

蕪祠i率

　思£
　起朧
　牌砲
　寂蝋
　思嶺
　餌乏
　灘9
　寝撃
親旧匙
　葦埋
　題皿・旨ゆ

田皿

　懸旭
　響罠
　溜螂
　簿認二
　沼累饗
　姻レ慧
幽饗K超
　Ql卜懸
　髄眠十
二　　瞳

　　ミ
　　環
　　『
　　環
顯　　r

　　巴1｝旨

　　　1幽
爲ミ　　麺

　　暮

　の亟起

馨

（麺　糎）

〈つ18く総嘔

駅。臼尽

　購

　思

興ド市
磯羅

講
詰纏
整肇
塵讐
　墨鴇
興翼1

　　㊨
　　隻
　　雪

無　さ

　　包
1旨

　　　柵

11

　　§

　毘
漸　9
灘％
出替
廷霊
毘皿　認

（雛　眠）

《）呂　牒

蕪　。つ翼

　麺二
　髄聴
　Q　慧
　瞑華
興｝ぐ懸
　ぐ坦
　4く騨

　　q
　　震
　　『
　　隻
羅　　聖

　　eぐ

欄

　　§

　め
亟暴

藻
翻翻

（嚢　＃ζ）

〈つ巨8韻

蕪マ翠

Q
蓋

融
腎

量

　　極紐
　ぐ9慣延
髄鴇締ミ於
　臣髄｛曝臣
　認埋駆・る
田［皿

　Q
　髄　二
　Q　聴
　喧　：睡

製ト←母
　る鰍
　融く十
三　　瞳

　　曾
　　環
　　ヨ

鞭　蓋

　　6

柵

　　§
　　9

劃9£・
温｛畑％
鴇…語聾

赴蹴霊
田皿弓く翻

（円　　田）

〈つ詔　壕

無　ゆ　奉

　姻　o
　聖や
　麺鴬
　髄ミヨ

型Q懸
　ぐ翼
　『く瞳

　　會
　　曳
　　暁
　　曳
羅　　r

　　eぐ

翻

任
麺

麺

温
鴇
置
翻螺

§

震

曇

錘

騒

（曙　臨）

《）おく脚嘔

無㊤　悪

　9

　ゆ

　4く　O
　蠣　聴
　思　　：埴
興i罎　ミ旦

　駆ゆ儲
　K二割
髄　　瞳

　　愈
　　環
　　ε

鞭　尊

　　6

　　　醐

鹸○｛

　　§
亟≦〉軽

蹴曲。
弓く渕％

鴇寝纏
目ま母窪
田皿母鍾

（任　粁）

＜つ蕊鄭融嘔

甑卜　尽

【6】



胃良性腫瘍について 941

　　二

　慧
亜母

　割
髄瞠

　　q
釈　哨
艦　　『

覇　笈

轟遷

。

攣塁

劃　9
灘％
鴇纏
臣：臣1

鍾認

（矩　　ヨ）

ぐD譜く粁：起呵

紙。。憲

　　o

　慧
埋翠

　却
濫髄

　　翁
K　弓
長　ε
覇　乙

轟色

　　　三

暮

暴

§

鴇ii曇纏
謹勲臣1
翻4く認

（・ヨ：　ヨ吐）

（）ト沼　臨

襲　‘陰尽

　　二

　慧
狸母

　劃
髄罐

1［目

ぐ

a
隻

『

安

鐙

e

く

　　§

　ゆ

翻忌
灘、％
鴇鐸『
臣：臣：

翻　翻

（畑　潮）

＜つ自蝦畷

濫　9　軍

　　二

　慧
幽ミ三

　起
髄髄
（（（　　　（

　Qつゆ⊆O　　C◎

　ooo　　 o　×××　　×
　ゆトKつ　　G『

　　くつむ　　の

釈敬嘆誘
醤日日♂く凶
覇）））綴）
露くρaQ羅
製　　1旨

　　　湘
圧（嘲裡

　妻・　心
　　り　　　　　　づ

匝つ”『塚J
ロしりめロ　ロ

寸寸翻鼠

思Q思Q
遡日翻霞
渥β灘8
鍛9鴇9
臣％匿2％
鍾癬i翻纏

。ヨ　｛吐）

（｝譜　壕

腿；＝寒

　思
　捏

　Qゆ
　一場二
　騨9や
　忌％鴬
野i罎灘母
縷暇騒瀦
甘K高高
喫　　瞳

　　爾
　　繋
　　硫
蓉　喫
　　晩
　　◎

　　§

蝋9
丁丁
劃9湿　％

騒纏
量臣
田皿翻

（・田坦）

○←霧藻H

騰輯　翼

思

Qゆ
や麺二
三9や
思％慧

幽虚隷ミヨ
渥蝦紫鰍
二二二割
鯉　　蘭

　　㊨
　　隻
　　琉
鐸　喫
　　量

臣
事

　　§

謹
撃§

報癬
赴臣
田皿認

（圓粁）
ωミ診H嘔

蕪鱈專

絶％
擢一
興ぐ竃

却潔

瞑Q
座趙
嘆傷　二
痙懸。饗
圖皿楚“楚

囲濾忌9母
鑛渕Ψや側
糊皿99二
三　　瞳

　　翁
　　環
　　鐙
　　支
艇　ε
羅　　）

購

麟
4く潔
脚　9
灘％
鴇纏
単i匿
温皿　劃

G鷺　属）
〈o需　｛魑

舐；薯　寒

藩

　殿嚥
懊　思巡

　鴇楚
　置熟
田皿　翻・岳

思

Qゆ
㌣層。
螂9饗
思％楚

雪颪鯉ミ旦

濾緊騨烈
辟K二二
襲　　瞠

　　會
K　隻
　　晩
　　安
鞭　　戦

　　eそ

1斡

　　§
劃　　雪

灘99鴇細％
窪i奉纏
聾勲置
旺旧くi麹，

（＋i　聾）

《）沼く百轟賦

淑ヨ　翠

【7　】



942 門 馬

図　IV　　胃良性腫瘍15例と手術術式

序術日1手術術式11 1手術司手術術式
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3i，　5．31

31．　7．　3

29．　3．　5

32．　1ユ．　20
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29．　7，2i

33．　1．17

胃切除術
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胃亜全易咄術
Billfoth皿法

胃切除術
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胃亜全易咄術
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胃切除術
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胃亜全別出術
Billroth皿法
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